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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第20期

第３四半期
連結累計期間

第21期
第３四半期
連結累計期間

第20期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年12月31日

自 2023年４月１日
至 2023年12月31日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (百万円) 2,047,935 2,179,803 2,696,069

経常利益 (百万円) 21,992 31,215 32,831

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 14,822 20,871 25,786

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 21,186 23,461 27,641

純資産額 (百万円) 481,880 464,343 488,335

総資産額 (百万円) 1,438,692 1,500,114 1,339,852

１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 73.24 107.92 127.42

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 33.5 30.9 36.4
 

 

回次
第20期

第３四半期
連結会計期間

第21期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年10月１日
至 2022年12月31日

自 2023年10月１日
至 2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 38.64 48.22
 

 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式を自己株式として計上しております。これに伴い、１株当たり四半

期(当期)純利益の算定上、当該信託口が保有する当社株式を期中平均株式数の計算において控除する自己株式に

含めております。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

アルフレッサホールディングス株式会社(E02962)

四半期報告書

 2/20



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更

はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績

当社グループでは、2022年５月に公表した「22-24 中期経営計画 未来への躍進 ～進化するヘルスケアコンソーシ

アム
®
～(以下「22-24中計」という。)」に掲げた以下のグループ経営方針に取り組んでおります。

・『事業モデルの強化』と『新たな価値の創造』

・『グループ一体となった取り組み』による地域の健康・医療への貢献

・『環境保全への取り組み等』を通じたサステナブル社会への貢献

・『ダイバーシティ』を中心とした人財戦略の推進

・『コンプライアンスの遵守』を最重要とする企業風土の醸成

また、2023年５月、当社はグループのさらなる企業価値向上を実現すべく、2032年度までの中長期的な事業戦略お

よび財務・資本戦略 「アルフレッサグループ中長期ビジョン」を公表するとともに、資本効率の改善と株主還元の充

実を図るため350億円を上限とする自己株式取得を決議し、同年10月２日をもって、15,201千株を取得し終了いたしま

した。

当社の「新たな価値の創造」への取り組みとして、2023年５月、抗体医薬を主体とした研究開発を行う株式会社凜

研究所(本社：東京都中央区)に対し第三者割当増資による出資をいたしました。同社が進める抗体医薬の開発を支援

していくとともに、トータルサプライチェーンサービスの実現に向けて医薬品等製造事業における開発パイプライン

と製造技術を強化してまいります。

また、組織再編により当社の完全子会社となったセルリソーシズ株式会社(本社：東京都千代田区)は、2023年７

月、Miltenyi Biotec B.V. & Co. KG(本社：ドイツ連邦共和国)との間で、遺伝子細胞治療市場における自動細胞製造

施設・工程の設計、建設、稼働のサポートを目的とするバイオインダストリー・サポート契約を締結いたしました。

当社グループでは、本契約を契機として遺伝子細胞治療市場に対して高度に自動化された受託細胞製造サービスを提

供する事業基盤の整備を進め、再生医療等製品の受託製造サービスを提供する体制の構築を進めております。

さらに、2023年11月、当社の子会社である株式会社ゲッカワークス(本社：東京都千代田区)は、かねてより実証実

験を進めていた医師向け会員制Webサービス「ドクシル」の本格運用を開始いたしました。同社は、当社グループの医

療用医薬品等卸売事業のMS
※
とともに、地域医療連携を支援し、医療提供体制の充実や医師の働き方改革へ貢献して

まいります。

資金調達としては、2023年12月、当社は、社会価値の創造に資するため、茨城県つくば市における新たな物流セン

ターおよび群馬県太田市における医薬品製造棟の建設・運営のため、総額200億円のソーシャルボンドを発行いたしま

した。

当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高2兆1,798億3百万円(前年同期比6.4％増)、営業

利益299億44百万円(同49.7％増)、経常利益312億15百万円(同41.9％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益208億71

百万円(同40.8％増)となりました。

※ MS(Marketing Specialist)：マーケティング・スペシャリスト。医薬品の卸業における専門知識を持った営業員

 
セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

 
①　医療用医薬品等卸売事業

当第３四半期連結累計期間においては、新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが2023年５月から「５類感染

症」に移行されましたが、再拡大の様相を呈しました。このようななか、当社グループでは、生命関連商品を取り扱

う社会インフラとしての使命を果たすべく、医薬品等の安定供給はもとより、新型コロナウイルスワクチンおよび治

療薬の配送業務ならびに欠品や需給調整が続くジェネリック医薬品への対応に尽力しております。
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医療用医薬品等卸売事業におきましては、スペシャリティ領域ならびにメディカル品への取り組み強化とＤＸによ

る事業変革を通じて、「22-24中計」の重点施策として掲げた「既存事業の強化」「事業変革による収益化」「グルー

プ全体での最適化・効率化・標準化」を推進しております。

当社グループでは、新たな医療サービスの開発に挑戦する様々なベンチャー企業との提携により、医療分野におけ

る課題解決への取り組みを進めております。

連結子会社のアルフレッサ株式会社(本社：東京都千代田区)は、株式会社MICIN(本社：東京都千代田区)との間で資

本業務提携契約を締結し、オンライン診療サービス「curon(クロン)」や通院専用のキャッシュレス決済サービス「ク

ロンスマートパス」等の普及拡大を推進するとともに、両社の経営資源を活用し、生活者の健康向上や医療アクセス

の充実につなげるなど、医療・ヘルスケアサービスの開発および展開を図っております。

また、アルフレッサ株式会社は、2023年５月、キッズウェル・バイオ株式会社(本社：東京都中央区)および三菱倉

庫株式会社(本社：東京都中央区)との間で、キッズウェル・バイオ株式会社が再生医療等製品として開発中のヒト乳

歯歯髄幹細胞の高品質かつ安定的な保管・輸送体制の構築に関する業務委託基本契約を３社間で締結し、再生医療分

野においても医薬品の安定供給を担うべく、ヒト乳歯歯髄幹細胞を原料とする再生医療等製品の実用化に向けた協業

を進めてまいります。

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、2023年４月に実施された薬価の中間年改定によるマイナス影

響はあったものの、新型コロナウイルス感染症治療薬やインフルエンザ関連商品をはじめとする市場の伸長および一

部製薬企業の流通体制変更ならびに売上総利益率の改善に取り組んだこと等により、売上高1兆9,381億45百万円(前年

同期比6.4％増)、営業利益258億50百万円(同52.7％増)となりました。

なお、売上高には、セグメント間の内部売上高140億30百万円(同6.8％増)を含んでおります。

 
②　セルフメディケーション卸売事業

セルフメディケーション卸売事業におきましては、既存領域の高収益化と成長領域への挑戦を推進し、「22-24中

計」の重点施策として掲げた「高収益化への取り組み」「グループ連携強化」「事業変革による収益力強化」を推進

しております。なかでも、物価高騰による仕入原価上昇への対応、調剤薬局販路開拓をはじめとするニューチャネル

創造に取り組んでまいりました。

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、新型コロナウイルス感染症の「５類」移行後の人流回復に加

えて、訪日外国人増加によるインバウンド需要増に伴う市場回復の影響から増収となったこと等により、売上高2,003

億61百万円(前年同期比7.3％増)、営業利益21億80百万円(同31.1％増)となりました。

なお、売上高には、セグメント間の内部売上高3億95百万円(同8.1％減)を含んでおります。

 
③　医薬品等製造事業

医薬品等製造事業におきましては、「次代の基盤創り」を目指し、「22-24中計」の重点施策として掲げた「安心・

安全・誠実なモノづくり」「トータルサプライチェーンサービスの実現に向けた取り組み」「デジタルを活用した新

たな取り組み」を推進しております。

2023年４月、連結子会社のアルフレッサ ファーマ株式会社(本社：大阪市中央区)は、連結子会社であったサンノー

バ株式会社(本社：群馬県太田市)を合併いたしました。本合併により新たな価値の創造を通じて顧客満足を追求し、

当社グループが掲げる「健康に関するあらゆる分野の商品・サービスを提供できるヘルスケアコンソーシアム
®
」の実

現に貢献いたします。

また、アルフレッサ ファーマ株式会社は、2023年３月に株式会社ケイファーマ(本社：東京都港区)との間で締結し

た、筋萎縮性側索硬化症(ALS)治療薬としてのロピニロール塩酸塩の国内開発権・製造販売権許諾契約に基づく開発に

引き続き取り組んでおります。

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、ALS治療薬開発に係る契約一時金支出等の経費増の一方で、受

託製造および原薬製造の売上伸長および新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)抗原迅速検査キット「アルソニック

®
 COVID-19 Ag」をはじめとする診断薬の底堅い需要による増収の影響により、売上高399億63百万円(前年同期比

9.8％増)、営業利益11億38百万円(同14.7％増)となりました。

なお、売上高には、セグメント間の内部売上高117億32百万円(同11.0％増)を含んでおります。
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④　医療関連事業

医療関連事業におきましては、予防からターミナルケアまでライフジャーニーにおけるすべてのステージに対応す

る「かかりつけ薬局」を目指し、「22-24中計」の重点施策として掲げた「在宅医療への取り組みによる事業の成長」

「ＤＸによる事業変革」「未病予防への取り組み」を推進しております。

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、薬価改定によるマイナス影響はあったものの、新型コロナウ

イルス感染症治療薬等の影響による増収および販管費抑制等により、売上高274億90百万円(前年同期比1.3％増)、営

業利益4億84百万円(同1,015.2％増)となりました。

 
(2) 財政状態

①　資産の部

資産は、前連結会計年度末と比較して1,602億62百万円増加し、1兆5,001億14百万円となりました。

流動資産は、1,502億76百万円増加し、1兆1,848億3百万円となりました。これは主として、「現金及び預金」が406

億93百万円増加、「受取手形及び売掛金」が772億38百万円増加および「商品及び製品」が208億16百万円増加したこ

とによるものであります。

固定資産は、99億86百万円増加し、3,153億11百万円となりました。これは主として、物流センター等の設備投資な

どに伴い有形固定資産が50億86百万円増加および保有株式の時価上昇等に伴い「投資有価証券」が69億32百万円増加

したことによるものであります。

 
②　負債の部

負債は、前連結会計年度末と比較して1,842億54百万円増加し、1兆357億71百万円となりました。

流動負債は、1,512億13百万円増加し、9,769億45百万円となりました。これは主として、「支払手形及び買掛金」

が1,556億61百万円増加したことによるものであります。

固定負債は、330億41百万円増加し、588億25百万円となりました。これは主として、「社債」が200億円増加、「長

期借入金」が100億円増加および保有株式の時価上昇等に伴い繰延税金負債等の「その他」が34億82百万円増加したこ

とによるものであります。

 
③　純資産の部

純資産は、前連結会計年度末と比較して239億92百万円減少し、4,643億43百万円となりました。これは主として、

「利益剰余金」が91億70百万円増加および保有株式の時価上昇等に伴い「その他有価証券評価差額金」が27億36百万

円増加した一方で、資本効率向上および株主還元の一環として自己株式を取得したこと等に伴い「自己株式」が357億

23百万円増加したことによるものであります。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 
(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は17億30百万円(前年同期比56.8％増)であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 540,000,000

計 540,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 202,840,000 202,840,000
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数 100株

計 202,840,000 202,840,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。 

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年10月１日～
2023年12月31日

－ 202,840,000 － 18,454 － 58,542

 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(2023年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
15,420,700 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 187,193,200 1,871,932 －

単元未満株式 普通株式 226,100 － －

発行済株式総数  202,840,000 － －

総株主の議決権 － 1,871,932 －
 

 

(注)１．「完全議決権株式(その他)」および「単元未満株式」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ、2,800株および80株含まれております。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係

る議決権の数28個が含まれております。

２．「完全議決権株式(その他)」および「単元未満株式」の欄には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式が

それぞれ、144,800株および9株含まれております。また、「議決権の数」の欄には、同信託口名義の完全議決権

株式に係る議決権の数1,448個が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

(自己保有株式)
アルフレッサ ホールディングス
株式会社

東京都千代田区
大手町１丁目１－３

15,420,700 － 15,420,700 7.61

計 － 15,420,700 － 15,420,700 7.61
 

 

(注) 役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式は、上記株式には含まれておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2023年10月１日から2023年

12月31日まで)および第３四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 160,122 200,816

  受取手形及び売掛金 623,654 ※２  700,892

  商品及び製品 145,349 166,165

  仕掛品 1,469 1,856

  原材料及び貯蔵品 5,972 7,479

  その他 98,379 107,901

  貸倒引当金 △419 △308

  流動資産合計 1,034,527 1,184,803

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 63,702 79,754

   土地 72,127 72,086

   その他（純額） 40,992 30,067

   有形固定資産合計 176,821 181,908

  無形固定資産   

   のれん 2,545 2,190

   その他 15,314 14,193

   無形固定資産合計 17,860 16,383

  投資その他の資産   

   投資有価証券 91,555 98,488

   その他 24,120 22,525

   貸倒引当金 △5,033 △3,994

   投資その他の資産合計 110,643 117,019

  固定資産合計 305,325 315,311

 資産合計 1,339,852 1,500,114
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 780,343 ※２  936,005

  未払法人税等 6,046 1,676

  賞与引当金 7,210 3,510

  役員賞与引当金 384 290

  独占禁止法関連損失引当金 4,937 4,937

  その他 26,810 30,525

  流動負債合計 825,732 976,945

 固定負債   

  社債 - 20,000

  長期借入金 - 10,000

  株式給付引当金 73 148

  役員株式給付引当金 90 201

  退職給付に係る負債 8,363 7,735

  その他 17,257 20,740

  固定負債合計 25,784 58,825

 負債合計 851,517 1,035,771

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 18,454 18,454

  資本剰余金 57,720 57,720

  利益剰余金 366,649 375,820

  自己株式 △686 △36,410

  株主資本合計 442,137 415,583

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 47,135 49,871

  繰延ヘッジ損益 △0 △2

  土地再評価差額金 △3,346 △3,375

  為替換算調整勘定 269 385

  退職給付に係る調整累計額 1,895 1,577

  その他の包括利益累計額合計 45,953 48,456

 非支配株主持分 244 302

 純資産合計 488,335 464,343

負債純資産合計 1,339,852 1,500,114
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

売上高 2,047,935 2,179,803

売上原価 1,906,213 2,025,508

売上総利益 141,722 154,294

販売費及び一般管理費 121,721 124,350

営業利益 20,000 29,944

営業外収益   

 受取利息 38 40

 受取配当金 1,179 1,163

 不動産賃貸料 443 404

 その他 627 713

 営業外収益合計 2,288 2,322

営業外費用   

 支払利息 49 67

 支払手数料 - 624

 不動産賃貸費用 136 138

 その他 110 221

 営業外費用合計 296 1,051

経常利益 21,992 31,215

特別利益   

 固定資産売却益 106 199

 投資有価証券売却益 2,686 -

 特別利益合計 2,792 199

特別損失   

 固定資産売却損 15 100

 固定資産除却損 77 135

 減損損失 1 257

 投資有価証券評価損 933 13

 独占禁止法関連損失引当金繰入額 993 -

 その他 79 -

 特別損失合計 2,102 505

税金等調整前四半期純利益 22,683 30,909

法人税、住民税及び事業税 7,088 7,838

法人税等調整額 731 2,140

法人税等合計 7,819 9,979

四半期純利益 14,863 20,930

（内訳）   

 親会社株主に帰属する四半期純利益 14,822 20,871

 非支配株主に帰属する四半期純利益 41 58
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           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 6,593 2,736

 繰延ヘッジ損益 △0 △2

 為替換算調整勘定 146 115

 退職給付に係る調整額 △417 △318

 その他の包括利益合計 6,322 2,531

四半期包括利益 21,186 23,461

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 21,144 23,402

 非支配株主に係る四半期包括利益 41 58
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１．保証債務

連結子会社以外の会社の仕入債務に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
(2023年３月31日)

 
当第３四半期連結会計期間

(2023年12月31日)

エス・エム・ディ㈱ 13,191百万円  エス・エム・ディ㈱ 25,516百万円
 

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

当第３四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

受取手形 －百万円 457百万円

支払手形 － 761 
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)およびのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

減価償却費 9,550百万円 9,701百万円

のれんの償却額 376  373  
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(株主資本等関係)

１．前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年12月31日)

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月16日
取締役会

普通株式 5,468 27.00 2022年３月31日 2022年６月７日 利益剰余金

2022年11月７日
取締役会

普通株式 5,670 28.00 2022年９月30日 2022年12月６日 利益剰余金

 

 

(注)１．2022年５月16日の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する

配当金4百万円が含まれております。

２．2022年11月７日の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する

配当金4百万円が含まれております。

 
(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 
(3) 株主資本の著しい変動

2022年６月21日開催の取締役会決議に基づき、2022年７月15日付で、自己株式43,940百万円(32,177千株)を消却い

たしました。この結果、当第３四半期会計期間末において資本剰余金が57,720百万円、自己株式が686百万円となっ

ております。

 
２．当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日　至 2023年12月31日)

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月15日
取締役会

普通株式 5,873 29.00 2023年３月31日 2023年６月６日 利益剰余金

2023年11月７日
取締役会

普通株式 6,372 34.00 2023年９月30日 2023年12月５日 利益剰余金

 

 

(注)１．2023年５月15日の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する

配当金4百万円が含まれております。

２．2023年11月７日の取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する

配当金4百万円が含まれております。

３．2023年11月７日の取締役会決議による１株当たり配当額には、設立20周年記念配当が5円含まれております。

 
(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 
(3) 株主資本の著しい変動

当社は、2023年５月15日開催の取締役会において、会社法第459条第１項および当社定款第46条の規定に基づき、

自己株式を取得することを決議いたしました。主にこのことにより、当第３四半期連結累計期間において自己株式が

35,723百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末における自己株式は36,410百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
(注)２

医療用
医薬品等
卸売事業

セルフメデ
ィケーショ
ン卸売事業

医薬品等
製造事業

医療関連
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,808,614 186,350 25,841 27,128 2,047,935 － 2,047,935

セグメント間の
内部売上高又は振替高

13,137 429 10,568 0 24,135 △24,135 －

計 1,821,752 186,779 36,409 27,129 2,072,071 △24,135 2,047,935

セグメント利益又は損失(△) 16,929 1,663 992 43 19,628 372 20,000
 

 

(注)１．セグメント利益の調整額372百万円には、セグメント間取引消去107百万円および各報告セグメントに配分し

ていない全社費用265百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日　至 2023年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
(注)２

医療用
医薬品等
卸売事業

セルフメデ
ィケーショ
ン卸売事業

医薬品等
製造事業

医療関連
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,924,115 199,966 28,230 27,490 2,179,803 － 2,179,803

セグメント間の
内部売上高又は振替高

14,030 395 11,732 － 26,158 △26,158 －

計 1,938,145 200,361 39,963 27,490 2,205,961 △26,158 2,179,803

セグメント利益又は損失(△) 25,850 2,180 1,138 484 29,654 290 29,944
 

 

(注)１．セグメント利益の調整額290百万円には、セグメント間取引消去150百万円および各報告セグメントに配分し

ていない全社費用139百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

１．医療用医薬品等卸売事業

  　(単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

医療用医薬品 1,855,854 2,015,500

診断薬 111,639 91,308

医療機器等 121,668 119,059

その他 40,265 50,461

内部売上高 △320,813 △352,214

外部顧客への売上高 1,808,614 1,924,115
 

 
２．セルフメディケーション卸売事業

  　(単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

一般用医薬品 102,437 112,097

サプリメント、健康食品、食品等 41,995 43,186

その他 42,346 45,077

内部売上高 △429 △395

外部顧客への売上高 186,350 199,966
 

 
３．医薬品等製造事業

  　(単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

医療用医薬品 15,770 13,249

診断薬 2,659 3,168

医療機器等 4,913 5,263

医薬品原薬 4,870 5,479

受託製造 7,091 12,316

その他 1,773 1,263

内部売上高 △11,237 △12,510

外部顧客への売上高 25,841 28,230
 

 

EDINET提出書類

アルフレッサホールディングス株式会社(E02962)

四半期報告書

16/20



 

４．医療関連事業

  　(単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

調剤報酬 26,767 27,178

その他 362 312

内部売上高 △0 －

外部顧客への売上高 27,128 27,490
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

１株当たり四半期純利益(円) 73.24 107.92

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 14,822 20,871

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

14,822 20,871

普通株式の期中平均株式数(千株) 202,369 193,402
 

 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式を、１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算にお

いて控除する自己株式に含めております。１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均

株式数は前第３四半期連結累計期間153千株、当第３四半期連結累計期間177千株であります。

 

２ 【その他】

2023年11月７日開催の取締役会において、2023年９月30日を基準日とする剰余金の配当(中間配当)に関し、次のと

おり決議いたしました。

(1) 配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 6,372百万円

(2) １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　34円00銭

(3) 支払請求の効力発生日および支払開始日　　　　2023年12月５日
 

(注)１．配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式に対する配当金4百万円が含まれております。

２．１株当たりの金額には、設立20周年記念配当が5円含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2024年２月14日

アルフレッサ ホールディングス株式会社

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 細　矢　　　聡
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 高　野　浩一郎
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 斉　藤　直　樹
 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアルフレッサ

ホールディングス株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2023年

10月１日から2023年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年12月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アルフレッサ ホールディングス株式会社及び連結子会社の2023年

12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

　
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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